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１
月
行
事
予
定
表

 

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
雇
用
形
態
の
多

様
化
・
流
動
化
、
科
学
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展

な
ど
を
背
景
と
し
て
、
就
職
・
進
学
を
問
わ
ず
、

高
校
生
の
進
路
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
厳
し
さ
を
生
徒
に
指

導
の
中
で
実
感
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

さ
ら
に
近
年
、
高
校
生
の
学
び
や
労
働
へ
の
関

心
・
意
欲
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
る
。
本
校
生
に

お
い
て
も
、
進
学
や
就
職
先
の
決
定
を
ゴ
ー
ル

と
捉
え
る
生
徒
が
多
く
、
本
当
の
意
味
で
の
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
今
回
、
沖
高
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ベ

ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
劉
耕
助
先
生
を

講
師
に
招
き
「
君
が
成
長
し
続
け
る
た
め
の
進

路
選
択
」
と
題
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
「
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
約
半
分
は
、

　 

年
以
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
代
替
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
」「  

年
ま
で
に
居
住
地
域
の
２
割
が

無
人
化
す
る
」
「
国
内
企
業
の
３
社
に
１
社
の

割
合
で
外
国
人
も
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
時
代
」
そ

し
て
「
高
校
生
の
な
り
た
い
仕
事
が
世
の
中
の

職
業
の 

％
の
範
囲
に
集
中
し
て
い
る
」
…
具
体

的
な
数
字
に
は
、
圧
倒
的
な
説
得
力
が
あ
る
。

自
分
の
生
き
て
い
く
未
来
が
決
し
て
甘
く
は
な

い
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
生
徒
た
ち
。
自
分

の
将
来
を
正
面
か
ら
真
剣
に
見
つ
め
る
必
要
性

を
感
じ
た
様
子
だ
った
。
感
想
文
に
も
「
社
会
へ

の
興
味
関
心
を
深
め
て
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ

た
い
」
「
自
分
の
為
だ
け
の
進
路
選
択
か
ら
誰

か
の
為
・
世
の
中
の
為
の
働
き
方
を
考
え
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
多
く
見
ら
れ
、
今
回
の
講
演
会

が
生
徒
た
ち
に
重
く
響
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　
沖
永
良
部
の
生
徒
た
ち
は
、
家
族
や
親
族
、

仲
間
を
大
切
に
し
、
故
郷
を
愛
す
る
清
ら
か

な
魂
を
持
つ
。
そ
こ
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
生
き
方

の
ヒ
ン
ト
や
新
し
い
考
え
方
の
視
点
を
与
え
て

や
れ
ば
、
驚
く
ほ
ど
の
吸
収
力
で
自
ら
成
長
し

て
い
く
。
き
っ
と
一
つ
の
出
会
い
で
人
生
は
大
き

く
変
わ
る
の
だ
と
思
う
。
今
回
の
講
演
会
も
そ

ん
な
一
つ
の
き
っか
け
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

　
教
師
と
し
て
進
路
を
生
徒
と
と
も
に
考
え
る

こ
と
は
、
未
来
の
明
る
い
社
会
形
成
に
直
接
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
大
人
で
あ
る
我
々

教
師
が
、
よ
い
生
き
方

を
し
て
い
る
姿
を
見
せ

て
い
け
る
よ
う
、
私
も

も
っと
研
鑽
を
積
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。
大
人
に

な
り
職
業
人
に
な
って

も
、
そ
れ
で
完
成
形
で

は
な
い
。
と
も
に
学
び

な
が
ら
、
沖
高
生
が
将

来
、
よ
り
よ
く
生
き
る

為
の
進
路
選
択
が
で
き

る
よ
う
尽
力
し
た
い
。
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私
た
ち
エ
イ
サ
ー
部
は
、
顧
問
の
兒
玉
先
生
、
田
代

先
生
、
井
上
先
生
の
も
と
、
３
年
生
７
名
、
２
年
生

７
名
、
１
年
生
　 

名
の
計
　 

名
で
活
動
し
て
い
る
。

今
月
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
、
練
習
以
上
の
い
い
舞

台
に
な
っ
た
が
最
優
秀
賞
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
、
自
信
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
在
私
た
ち
は
１
月
に

行
わ
れ
る
地
区
総
合
文

化
祭
に
向
け
て
練
習
し

て
い
る
。
ま
た
２
月
に
は
仮

引
退
中
の
３
年
生
も
復
帰

し
、
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
卒
業
公
演
に
向
け
て
、

本
格
的
に
練
習
を
開
始
す

る
。

　
保
護
者
を
始
め
日
頃
応

援
し
て
く
だ
さ
る
た
く
さ

ん
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
沖
高
の
エ
イ
サ
ー
部
ら

し
く
笑
顔
で
楽
し
く
、
そ

し
て
、
お
客
さ
ん
も
笑
顔

に
な
る
よ
う
な
舞
台
に
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

１
年
２
組
紹
介
（委
員
長
　
粟
ヶ
窪
　
陸
）

 

笑
顔
の
舞
台
を
目
指
し
て

　

　 

１
年
２
組
は
、
男
子  

名
、
女
子
　
名
、
担
任
は

野
崎
先
生
、
遠
山
先
生
、
小
林
先
生
の
楽
し
く
て

に
ぎ
や
か
な
ク
ラ
ス
だ
。
入
学
し
て
９
ヶ
月
が
経
ち
、

ク
ラ
ス
の
団
結
も
強
く
な
っ
て
き
た
。
特
に
仲
の
良

さ
を
実
感
す
る
の
は
、
誕
生
日
を
祝
い
、
全
員
で

歌
を
歌
う
と
き
だ
。
祝
っ
て
も
ら
っ
た
人
は
、
ほ
と

ん
ど
が
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
「
こ
の
ク
ラ
ス
で

高
校
生
活
が
送
れ
て

楽
し
い
」と
言
う
。

　
入
学
早
々
の
不
安

な
時
期
や
、
高
校
生

活
で
体
験
す
る
た
く

さ
ん
の
「
は
じ
め
て
」

を
、
こ
の
仲
間
と
分
か

ち
合
え
て
良
か
った
と

皆
が
思
って
い
る
だ
ろ

う
。
一
年
生
も
残
り

わ
ず
か
だ
が
、
こ
れ
か

ら
も
「こ
の
ク
ラ
ス
で

良
か
った
」
の
声
が
聞

け
る
ク
ラ
ス
で
い
た
い
。

修
学
旅
行
報
告

　
こ
れ
ま
で
自
ら
の
将
来
に
向
け
て
、
努
力
を

重
ね
て
き
た
３
年
生
。
現
時
点
で
、
就
職
や
大

学
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
を
３
年
生
の
３
分
の

２
が
勝
ち
取
って
い
る
。

　
主
な
進
路
先
は
、
就
職
は
日
本
郵
便
九
州
支

社
や
自
衛
隊
な
ど
、
大
学
は
長
崎
大
学(

教
育
、

水
産)

、
琉
球
大
学(

観
光
産
業
科
学)

、
北
九

州
市
立
大
学(

法)

、
下
関
市
立
大
学(

経
済)

、

尾
道
市
立
大
学(

経
済
情
報)

、
鹿
児
島
国
際

大
学(

福
祉
社
会)

、
九
州
保
健
福
祉
大
学(

社

会
福
祉)

、
鹿
児
島
県
立
短
大
、
鹿
児
島
女
子

短
大
な
ど
、
専
門
学
校
は
鹿
児
島
医
療
福
祉

専
門
、
久
木
田
看
護
専
門
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
１
月
　
日(

土)

、
　
日(

日)

の
セ
ン
タ

ー
試
験
に
向
け
て
、
今
も
毎
日
懸
命
に
学
習
に

励
む
３
年
生
も
い
る
。
自
分
の
持
て
る
最
大
限

の
力
を
引
き
出
し
、
合
格
を
勝
ち
取
る
た
め
に

も
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
頑
張
って
ほ
し
い
。

 

　
日
本
最
大
の
美
術
展
で
あ
る
日
本
美
術
展

覧
会(

日
展)

第
５
科(

書)

に
、
本
校
の
水
口
昌

紀
教
諭(

書
道)

の
作
品
「
か
た
ち
こ
そ
」
が
入
選

し
た
。
水
口
先
生
は
仮
名
が
専
門
で
、
授
業
や

部
活
動
で
書
道
の
お
も
し
ろ
さ
を
生
徒
に
伝
え

る
傍
ら
、
日
夜
作
品
製
作
に
い
そ
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
活
躍
と
と
も
に
、

書
道
の
楽
し
さ
に
触
れ
る
生
徒
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

「せりよさ」は沖永良部島の古名

　
　 

月
８
日
よ
り
５
日
間
に
わ
た
り
、
第
２
学
年

の
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
。
生
徒
の
期
待
を
満

載
し
た
船
中
で
は
、
日
程
を
守
り
つ
つ
も
友
人
と

の
尽
き
な
い
語
ら
い
に
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
様

子
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
２
日
目
の
早
朝
か
ら
の

移
動
に
な
っ
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、

夢
の
国
と
称
さ
れ
る
そ
の
魅
力
を
堪
能
す
る
と

共
に
、
こ
れ
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
国
内
屈

指
の
サ
ー
ビ
ス
に
感
激
し
た
。
３
日
目
は
事
前
の

計
画
に
沿
っ
て
自
主
研
修
に
く
り
出
し
、
政
治
・

文
化
・
産
業
の
中
心
で

あ
る
東
京
で
一
日
を
過

ご
し
た
。
企
業
訪
問
を

計
画
し
た
班
は
、
職
場

を
見
学
し
て
実
際
の
仕

事
の
様
子
を
見
た
り
、

質
問
を
す
る
こ
と
で
、

職
業
に
対
す
る
意
識
や

理
解
を
高
め
て
い
た
。

大
学
を
訪
問
し
た
班
で

は
、
機
能
的
に
配
置
さ
れ
た
校
舎
や
、
都
会
の
洗

練
さ
れ
た
学
生
の
様
子
に
触
れ
、
進
学
に
対
す

る
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
た
。
４
日
目
は
都
内
最

古
の
寺
院
で
あ
る
浅
草
・
浅
草
寺
（
せ
ん
そ
う
じ
）

や
、
お
台
場
の
最
新
の
商
業
施
設
の
華
や
か
さ
や

機
能
性
に
触
れ
、
首
都
東
京
の
持
つ
二
面
性
に

気
付
か
さ
れ
た
。
飛
行
機
の
遅
れ
や
長
時
間
の

移
動
に
よ
る
疲
れ
も
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
大
き

く
体
調
を
崩
す
生
徒
も
お
ら
ず
、
帰
着
後
の
和

泊
港
で
の
解
散
式
で
は
、
全
員
が
全
日
程
を
終

え
て
充
実
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、
日
本
の
中
心
で
あ
る

関
東
方
面
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
自
国
の
文
化

や
歴
史
に
対
す
る
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
旅
行
当
日
だ
け
で

な
く
、
事
前
の
東
京
都

内
自
主
研
修
の
企
画
・

立
案
に
お
い
て
は
、
主
体

的
に
学
び
、
自
主
的
に

行
動
す
る
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
規
律
あ
る
集
団

行
動
を
通
し
て
各
自
が
沖
高
生
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
、
社
会
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学

び
な
が
ら
協
調
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
こ
の
経
験
を

今
後
の
学
校
生
活
や
、
一
年
後
の
進
路
決
定
に

大
い
に
活
か
し
て
欲
し
い
。

　
　 

月
　
日(

金)

沖
永
良
部
与
論
地
区
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
及
び
本
校
職
員
に
よ
る
指
導
で
、

調
理
室
で
の
火
災
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。
当
日
の
訓
練
は
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー

ン
の
煙
を
火
災
に
見
立
て
て
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気

の
中
、
煙
や
風
向
き
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
経
路

の
確
認
や
避
難
誘
導
が
行
わ
れ
た
。

　
全
校
生
徒
・
職
員
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
た
後
、

消
防
士
か
ら
防
災
講
話
を
受
け
、
消
火
器
の
役
割

や
正
し
い
使
用
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

学
校
の
代
表
と
し
て
３
年
生
体
育
委
員
６
名
が
水

消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
人
的
・
物
的
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
初
期
消
火
活
動
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

火
災
発
生
時
に
何
の
情
報
も
な

く
炎
や
煙
を
見
た
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
よ
う

だ
。
い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
守
る

た
め
、
安
全
で
確
実
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
日
常
生
活
の
中
や

実
践
的
な
避
難
訓
練
を
通
し

て
防
災
意
識
を
高
め
、
緊
急
の

事
態
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

頑
張
れ
３
年
生
＆
合
格
お
め
で
と
う
！

11

18

28

11

14

30

 

　
　
　
　
　
エ
イ
サ
ー
部 

（
部
長
　
白
石
　
美
月
）

16

12:00

14:30

 

　
進
路
指
導
主
任
　
　
粟
ヶ
窪
　
智
恵
理

日
頃
か
ら
の
備
え
が
肝
心

 

　
　
　
　
　
２
学
年
主
任
　
井
上
　
広
之

～
防
災
訓
練
～

25

16

12

20

17
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日
展
入
選 

（
芸
術
科
　
水
口
昌
紀
教
諭
）


